
罪弾墓 ：壷≡ 3誹 糧鰭 一二三∵∴∴ ：：：：：：： L Ilち「孟∴あ∴ワ ） ：三二三∴「 ∴∴：∴∴∴∴∴∵∴：∴ ����

熊 襲 駈〇、 九 線 為も II の タ の 境 移 毎 々 ＋ ヽ � 

灘慈 �4ﾒ�

：∴　　　∴∵： 

豊能どう　、撃懸 � 

了∴の 　　　　　　　　i 

粛
発
注
旧
国
電
の
樹
㍍

居
並
猪
、
源
茄
に
は

王
権
の
自
由
詩
埴
避
紫

6
官
設
含
～
劫
薯
。
客
年

改
憲
集
会
応
援
と
批
判

高
知
県
襲
手
塚
地
氏
知
事
は
強
弁

日
本
共
産
党
の
塚
地
佐

智
高
知
県
議
は
6
月
2
8
日

の
県
議
会
で
、
尾
崎
正
直

知
事
が
「
美
し
い
日
本
の

憲
法
を
つ
く
る
国
民
の

会
」
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
5
月
3
日
）
に
ビ
デ
オ

出
演
し
た
問
題
な
ど
を
た

だ
し
ま
し
た
。

塚
地
氏
が
「
改
憲
運
動

に
事
実
上
の
エ
ー
ル
を

送
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
」
と
批
判
し
た
の

に
対
し
、
尾
崎
知
雷
は

「
緊
急
事
態
条
項
の
議
論

を
喚
起
す
る
チ
ャ
ン
ス
と

考
え
た
」
と
強
弁
し
ま
し

た。

考
に
し
て
い
る
と
紹
介

し
、
「
自
由
民
権
運
動
が

憲
法
の
源
流
に
あ
る
」
と

し
て
「
国
民
の
会
」
の
押

し
付
け
憲
法
論
を
批
判
。

尾
崎
知
事
は
憲
法
制
定

の
経
緯
に
つ
い
て
「
高

知
県
人
と
し
て
誇
ら
し

い
」
と
の
べ
、
「
現
行
憲

法
は
国
民
の
閲
に
定
着

し
て
い
る
」
と
答
え
ま
し

た。

塚
地
氏
は
現
行
憲
法
に

影
響
を
与
え
た
憲
法
研
究

会
の
「
憲
法
草
案
要
綱
」

が
、
高
知
県
の
自
由
民
権

運
動
家
・
植
木
枝
盛
の

「
憲
法
草
案
要
綱
」
を
参

ま
た
塚
地
氏
は
、
若
者

定
住
対
策
と
し
て
「
住
宅

政
策
の
充
実
が
必
要
」
と

指
摘
。
福
田
散
大
土
木
部

長
は
「
住
宅
に
対
す
る
ニ

ー
ー
ズ
を
丁
寧
に
く
み
取
り

な
が
ら
充
実
を
は
か
っ
て

い
く
」
、
中
澤
一
眞
商
工

労
働
部
長
は
「
事
業
所
の

ニ
ー
ズ
も
把
握
し
な
か
ら

研
究
し
て
い
き
た
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。
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孫
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勅
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